
　

平
山
区
の
自
主
防
災
組
織
は
、
７

月
と
12
月
に
行
う
地
域
内
の
見
回
り

と
、
９
月
に
西
入
間
広
域
消
防
組
合

の
協
力
で
行
う
防
災
訓
練
を
主
な
活

動
と
し
て
い
る
。
平
山
地
区
の
特
徴

の
一
つ
に
、
子
ど
も
会
と
自
主
防
災

組
織
の
連
携
が
し
っ
か
り
し
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
自
主
防
災
組

織
で
７
月
に
行
う
見
回
り
は
、
安
全

に
安
心
し
て
夏
休
み
に
入
れ
る
よ
う

に
と
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
思
っ

て
、
地
区
内
を
見
回
る
の
だ
と
い

う
。

　

ま
た
平
山
地
区
に
は
自
主
防
災
組

織
と
は
別
に
、
泉
野
小
学
校
と
連
携

し
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
「
学
校

応
援
団
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
登

下
校
の
時
間
に
８
～
９
人
で
通
学
路

に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

い
る
。

　

「
ど
こ
の
地
区
で
も
同
様
だ
と
思

い
ま
す
が
、
自
主
防
災
組
織
や
地
区

の
役
員
な
ど
は
、
限
ら
れ
た
人
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
た
だ
平
山
地
区
は
、
幸

い
に
も
若
い
人
が
多
く
、
皆
さ
ん
が

協
力
的
な
の
で
、
こ
う
い
っ
た
若
い

力
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
だ

と
考
え
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
た
の

は
、
平
山
地
区
自
主
防
災
組
織
の
小

久
保
会
長
で
あ
る
。

　

今
年
の
町
主
催
の
防
災
訓
練
や
、

自
主
防
災
組
織
で
行
っ
た
防
災
訓
練

に
も
、
多
く
の
若
い
世
代
が
参
加
し

た
そ
う
だ
。
「
こ
れ
か
ら
の
自
治
会

は
、
昔
か
ら
住
む
経
験
豊
富
な
世
代

と
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
が
で
き
る

若
い
世
代
が
手
を
取
り
合
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
と
も

更
に
協
力
を
深
め
て
、
地
区
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
」
と
小
久
保
会
長
は
話
し
て

く
れ
た
。

　

昭
和
14
年
（
１
９
３
９
）
に
毛
呂

村
と
合
併
し
た
山
根
村
に
は
、
現

在
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
山
根
荘

の
場
所
に
、
山
根
尋じ

ん
じ
ょ
う常

小
学
校
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
山
根
尋
常
小
学

校
が
、
大
正
６
年
（
１
９
１
８
）
に 

作
成
し
た
資
料
に
『
郷
土
誌
』
が

あ
り
ま
す
。

　
『
郷
土
誌
』
は
、「
乾け

ん

」、「
坤こ

ん

」

の
２
冊
か
ら
な
り
、
山
根
村
の
歴

史
や
自
然
、
郷
土
の
偉
人
、
産
業
、

交
通
、
古
く
か
ら
伝
わ
る
習
俗
、
村

人
の
暮
ら
し
の
様
子
、
村
の
条
例

な
ど
が
詳
し
く
か
つ
丁
寧
に
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
郷
土
誌
』
に
は
、
山
根
村
の
山

野
に
生
息
す
る
獣
類
と
し
て
カ
ワ

ウ
ソ
（
獺
）
の
名
が
見
ら
れ
ま
す
。

ニ
ホ
ン
カ
ワ
ウ
ソ
は
、
か
つ
て
は

日
本
全
国
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、
平
成
24
年
に
絶
滅
し
て

育てよう地域の力「自主防災組織」
日ごろの近所付き合いが身を守る!!

平
山
区　

自
主
防
災
組
織

　

防
災
・
防
犯
は
、
ま
ず
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
る
！

毛呂山歴史散歩
第２４６回

先人が残した博物誌

～山根村の『郷土誌』～

本年９月に行われた防災訓練の様子

山根村『郷土誌』

し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
マ
イ
ヌ

＝
ニ
ホ
ン
オ
オ
カ
ミ
が
時
折
姿
を
現

し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

果
実
類
で
は
、
山
根
村
の
「
産
物
ノ

重
ナ
ル
モ
ノ
」、「
産
物
ノ
最
モ
大
切

ナ
ル
モ
ノ
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
枇び

杷わ

、

蜜み
か
ん柑

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、

毛
呂
山
町
の
特
産
品
と
し
て
知
ら
れ

る
柚
子
に
つ
い
て
は
「
盛
ニ
産
出
シ

東
京
ニ
出
ス
」
と
あ
り
、
大
量
に
出

荷
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
大
々

的
に
栽
培
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
『
郷
土
誌
』
作
成
後
の
昭
和
に

な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
し
た
。

　

人
び
と
の
暮
ら
し
で
は
、
夜
間
の

照
明
は
洋
燈
＝
ラ
ン
プ
が
最
も
多
く
、

旧
来
の
行あ

ん
ど
ん燈

は
絶
え
、
ろ
う
そ
く
を

使
う
燭

し
ょ
く
だ
い台

や
携
帯
用
の
提

ち
ょ
う
ち
ん灯

も
わ
ず

か
に
使
用
さ
れ
て
い
た
ほ
か
、
着
火

は
火
打
石
か
ら
マ
ッ
チ
が
一
般
的
に

な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
郷
土
誌
』
は
、
１
０
０
年
ほ
ど
前

の
大
変
興
味
深
い
内
容
が
豊
富
に
記

さ
れ
た
博
物
誌
で
す
。
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